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【要旨】 

看護記録を LLM に入力し、せん妄の有無を判定させた。特定のキーワードを含まず文脈でせん妄を描写し

ているような文章においては、キーワード検索ではせん妄の検出に偽陰性が多く認められたが、LLMによ

る判定では、これらの偽陰性が抑制され、より高い精度でせん妄が検出された。 

 

 

【目的】 

医療記録に基づくせん妄状態の検出について、キ

ーワード検索と LLM 推論分析の精度を比較した。 

 

【方法】 

東北大学病院で 2024 年 3月 1日から 2024 年 3月

31 日までの期間に作成された看護記録を対象とし

た。キーワード検索においては、せん妄に関連し

た 44のキーワードのいずれかを含む看護記録を抽

出した。LLM 推論分析においては、パラメーター

数の小さい小規模 LLM として Llama3.2:1b、

Qwen2:1.5b、Phi3:mini を、パラメーター数の大

きい大規模 LLM として Gemini 27B を採用し、それ

ぞれのモデルを用いて看護記録から当該患者がせ

ん妄であるかどうか判定させた。 

観察研究であり、オプトアウト方式で実施した。 

 

【結果】 

解析の対象となった看護記録は 9,107 件であっ

た。キーワード検索では、209 件（2.3%）の看護

記録が抽出された。LLM 推論分析では、

Llama3.2:1b が 4,545 件（49.9%）を、Qwen2:1.5b

が 0件（0.0%）を、Phi3:mini が 89 件（1.0%）

を、Gemini 27B が 806 件（8.9%）の看護記録にお

いて当該患者をせん妄と判定した。せん妄の描写

があると Gemini 27B が判定した看護記録の内、キ

ーワード検索において抽出されなかった看護記録

の大部分は、せん妄を描写していると臨床的観点

から判断される看護記録であった。 

 

【考察】 

せん妄の状態にある患者の看護記録は、特定のキ

ーワードを含まず、文脈でせん妄を描写している

ことがある。このような看護記録は、キーワード

検索では抽出されないが、大規模 LLM では検出さ

れており、大規模 LLM は文脈を考慮した評価が出

来たと言える。一方で、小規模 LLM は検出結果に

過剰や不足が目立ち、文脈を考慮した患者状態判

定の性能は限定的と言える。このことから、看護

記録のような医学文書の文脈を認識する上で、パ

ラメーター数の多寡が重要であることが示唆され

る。本研究で使用した大規模 LLM は、システムの

規模という観点から現実的にローカルで実装およ

び運用が可能であり、医療において求められるコ

ストおよびセキュリティの要件を満たしやすい点

も特筆すべき点である。 

 

【結論】 

大規模 LLM を用いた LLM推論分析により、看護記

録からせん妄の有無を判定するような、文脈を考

慮した患者状態の判定が、従来手法よりも高い精

度で可能となる。これらの手法は現実的に実装可

能であり、患者に対する正確な病状把握と適切な

治療介入のための支援ツールとして有効と考えら

れる。 
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